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【地域包括医療病棟入院料届出医療機関調査】ご協力のお願い 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素より当病院協会にご高配を賜り、誠に有難う御座います。 

令和6 年度診療報酬改定において、新設された【地域包括医療病棟入院料】につきましては、今年6 月1 日時

点で、貴病院を含む、全国の22の医療機関が届出を行い、実際病棟運営をスタートしています。 

一方、全日本病院協会、日本病院会、日本医療法人協会においては、今年5月中旬に3病院団体の各会員病院に

対して、『地域包括医療病棟の移行調査』の緊急アンケートを行い、1,002医療機関からの回答を得ました。『施設

基準が厳しすぎる・・・』等のご意見が多数あり、当該調査結果は、既に各病院団体のホームページ上で公開し、

一部メディアでも取り上げられております。 

当該調査結果を踏まえ、厚生労働省保険局医療課より迅速な対応を頂き、【疑義解釈（その７）】が5月31日付

けで発出され、『地域で連携していく中で、一時的に想定される診療が難しい期間がある場合、令和８年５月末まで

の間、以下の要件については３か月を上限とし、当該期間を実績の対象期間から除いて差し支えないものとする。』

という内容で、地域包括医療病棟への救済措置が決定されました事は、皆様ご承知の通りでございます。 

つきましては、今回実際に地域包括医療病棟を届出し病棟運用を開始した貴病院を含む22の医療機関を対象と

して、アンケート調査を行いたいと思います。この調査結果を踏まえまして、厚生労働省保険局医療課に対しては、

【地域包括医療病棟入院料】について、様々な視点で施設基準・要件の緩和を粘り強く交渉してまいります。 

大変ご多忙の折とは存じ上げますが、何卒、このアンケートの趣旨をご理解頂き、ご協力を賜れば幸いでござい

ます。今後とも【地域包括医療病棟入院料】が、地域の高齢者を中心とした急性期医療にしっかりと対応し、役立

つ、使い勝手の良い病棟へと大きく成長していく為にも、アンケートご回答ご協力頂けますよう、くれぐれも宜し

くお願い申し上げます。 

敬具 

記 

１．調 査 名：地域包括医療病棟入院料届出医療機関調査 

２．提出方法：下記URLより調査票（Excel）をダウンロードいただき、回答済みの調査票（Excel） 

を添付の上「4.提出先」に記載のメールアドレスへ提出願います。 

URL：https://www.ajha.or.jp/mail_tmp/240820/240820_1.xlsx  

※全日本病院協会のホームページの「お知らせ」ページにも掲載しております。 

URL：https://www.ajha.or.jp/topics/jimukyoku/index.html  

３．提 出 先： 公益社団法人 全日本病院協会 企画業務課 久下（クゲ）・山崎・飯村 

■e-mail ： iryouhoken@ajha.or.jp  

４．提出期日：２０２４年８月２８日（水）１７時まで 

 

※尚、データ・ご意見につきましては、病院名は匿名化し特定できない様に配慮した上で、学会等で使用させて頂

く場合がございますので、この点ご理解・ご了承の程をお願い申しあげます。 

以上 

【問合せ・提出先】 

   公益社団法人 全日本病院協会 事務局 担当：久下・山崎・飯村 

   〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町1-4-17 東洋ビル11階 

   Email : iryouhoken@ajha.or.jp  
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